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i は じ め に

シオデS,れ ,ιαχれJppο 2ιcαは,・ 山菜の王様 "と 呼ばれ ,

アスパラガスに似た良食味の山菜として知られている。し

かし,その根株の増殖は困難で,種子繁殖では収穫まで長

期間を要するうえ,個体間差が大きいという問題がある。

そこで,1,生産性の高い株のクローン増殖,2)収穫までの

年限短縮を目的として,組織培養による増殖を試みたので

報告する。

2試 験 方 法

シオデは,本試験場最北支場から分譲された系統を室内

で育成し,材料とした。培養部位としては,葉片 (成葉

及び幼葉 ),茎切片,腋芽 (葉腋部 )並びに茎頂 (02～

05卿 )を用いた。各部立は十分水洗後,70%エ タノール

に30秒 ,ア ンチホルミン(有効塩素 1%)に 7分間浸漬し,
滅菌水で 3回洗浄した後,培地に置床した。

培地は, 2 %Stlcroseを 含むMuraぬige & Skoog

(MS)培地を基本とし,ナ フタレン酢酸 (NAA),ベ
ンジルアデニン(BA)を表 1の ように加えたものを用い

た。寒大075%を カロえて,培養試験管 (40mX130Fl),

培養フラスコ(100潔 )に約20″ずつ分注した。培養は 16

時間照明 (約30001ux),20℃ で行い, 1か月ごとに継代

した。

3 試験結果及び考察

腋芽培養では,茎葉分化は,BA0 1%/1,NAA01
%/1+BA0 1%/1添加培地で効率が良く,伸長したもの

をトリミングすることにより,増殖が可能であった。BA
10η /1添加区でも,数の上ではfnl様な結果が得られたが ,

茎葉は伸長せず,一部奇形化するものも見られた。また ,
カルス化し,そ こに不定芽力形 成されることが多かった。

NAA単独添加区では発根したが,その反応は遅く,少な

くとも2か月を要 した。分化根数は,NAA10%/1添加
区で多かったが,生長は01%/1区での方が良かった。ま

た,01墾/1区では,発根と同時に茎数が伸長するものも

観察された (表 1)。 NAA+BA区 では,カ ルス化する
ものが多くなり,継代しても不定芽は分化 したが,NAA
を除くことにより分化が促進された (表 2)。 以上の結果

から,腋芽培養においては, 茎葉伸長, 増殖 (BA01
″/1)→発根 (NAA01η /1)が適当と考えられる。

表 1  シオデの腋芽培養 (3か月後 )

NAA  BA 移植数  カルス形成 茎 葉 分 化 根 分 化

(噂/1)(空/1) lA) 割合ゆ 増殖
2) 
割 合  数(B) B/A 割 合  数(C)C/A

0

01

10

0

01
10
0

01
10
0

01
10

11    0/ 8   -    6/ 8    6    055
8   0/16   -   16/16   24    300
8    4/ 9   +    8/ 9   19    238
8   0/8  -   4/8   4   050
10   5/20   ■   15/20   25    250
11   12/12   ■    9/12   21    191
10   4/10   ±    0/10    0    000
8   7/8  ±   1/8   1   013
8  7/8  ±   0/8  0  000

0/8  0  000
0/16    0   000
0/,  0  000
5/9  18  225
0/20    0    000
0/12   0   000
9/10    36    360
0/8   0   000
0/8   0   000

注 1):移 植数と一致しない場合があるのは,継代時にトリミングしたためである。
2):+;中 , 士 ;小 , 一 ;無
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表 2(2ふ
百後煮
由来カルスからの不定芽分化

初代培地(η/1)移植培地(電/1)
割 合 不定芽数

表 3 ンオデの茎頂培養 (4か月後 )

NAA“″1)BA(%/1)移 植数 生長→ 葉
2)

NAA  BA BA

01

10

01

10

3/ 3

9/10

4/ 6

6/ 7

01

10

0

01
10
0

01
10
0

01
10

0(― )0(0)
3(十 )1(10)

01  01
″   10
10  01
″   10

19

56

5

7

4(++)0
3(士 )0
3(++)1
2(+十 )0
3(士 )0
3(++)0
3(十 十)0

0)

0)

2)

0)

0)

0)

0)茎頂培養の場合には,更に生長が遅く,4か月後でも茎

葉力謝 ヒしたものはわずかであった (表 3)。 シオデでは ,

現在のところウイルス等の問題はなく,増殖のためには茎

rllは不適と考えられる。

葉片,茎切片の培養においても,反応は非常に鈍く,カ

ルス形成に2か月程度を要した。また,幼葉を除いては ,

その割合は低かった (表 4)。 カルスを継代又は移植する

と,やはり不定芽が分化したが,効率は良くなかった。反

応の遅さに加え,ク ローン増殖という観点では,カルス
ー

不定芽系は変異を伴うため好ましくないので,材料として

は劣ると考えられる。

以上の結果より,供試部位の中では,腋芽が増殖に適し

注.1):生長した茎頂数
(土 ;～ 1回,+;1～ 2回,++;2m～ )

2):+;中 ,土 ;4ヽ,― ;無

ていると考えられた。腋芽培養によって得られたシオデ茎

葉の発根率は50%程度で,発根した個体は,パーミキュラ

イトとパーライトを混合したもので剛1化 した。この過程で ,

茎葉の伸長力準止するものが多く,枯死するものもあった。

1～ 2か月で半分以上の個体では,腋芽または地中から出

た新しい芽が伸長し始めたが,馴化終了後も生長が止まり

やすく,今後の問題である。

表 4 ンオデの茎切片,葉片由来カルスからの不定芽分化 (2か月後 )

部位 ―
響ギ評
型些
鵠多差
― 彩逃 J各 一蓄讐讐

型聖
鶏多キ
ー 割 合 不定芽数

o1   4/28
lo   4/28

10
01
1 0

2/2
1/4
0/4

01 01

10

3/ 4

4/ 4

01
10
1/4
2/4

10 01

1 0

4/24

4/24

10

01

1 0

1/1
2/4
2/2
2/2

以 ヒのように,一応の系はできたが,各過程に問題が残っ

ており,効摩力泄 下している。まず第一に挙げられるのが ,

茎葉の増殖速度の遅さである。いずれの培養の場合でも,

組織片からすぐに褐変物質が放出されることもその原因の

1つであると考えられる。これを防ぐためには,よ り詳細

な培地条件の検討が必要とされる。また,図 1の ように ,

シオデの組織培養による増殖技術には,5ル ートが考えら

れるので,目的に応じて選択しなければならない。今後 ,

栽培面と併せて考慮すべき問題である。一方,発根,馴化

の過程の効率の悪さもあるが,これは,その段階のみのF.5

題ではなく,その前段の初代培養に大きく影響されると考

えられる。したがって,当面は,初代培養のよリー層の検

討が必要である。
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図 1 シオデの大量増殖技術


